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Abstract 
This paper presents a quantitative analysis of long-term economic growth and living standards in   
ancient Japan during the roughly 480 years comprising the Nara (710-794) and Heian (794-1195) 
periods. The analysis is conducted by estimating production in agriculture, which was the pillar of 
the economy of ancient Japan. Specifically, arable land, land productivity, and agricultural output 
are estimated for three benchmark years – 725, 900, and 1150 – using quantitative data obtained 
from ancient records. The results indicate that (1) economic growth in ancient Japan was relatively 
steady and moderate, and (2) agricultural output per capita was very low and ordinary farmers must 
have  struggled  to  survive  on  their  income  from  agricultural  sources  alone.  The  findings  thus 
suggest that ancient Japan was reliant on agriculture, which however, was poorly developed and 
showed little technological development, so that there was little economic growth.   
 
 
Keywords: long-run economic growth; living standards; arable land; land productivity; agricultural 
output; agricultural output per capita. 
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1.  はじめに 

























年） ，平安時代後期（1001-1191 年）を設定し，基準年をそれぞれ 725 年，900 年，1150 年
に設定している。 
 
                                                   
3  『万葉集』2，pp.90-92。貧者と窮者の対話形式で詠まれた歌で，破れた布服を着て狭い住居
に暮らし，飯を炊く方法も忘れる程に困窮した農民の姿が描かれている。 4 





























                                                   
4  土地生産性に関する研究および論争の経緯については虎尾(1961)に詳しく， 本稿においても参
考にした。各推計の詳細については後述。 
5  桑原(1973, 1976, 1978)，弥永(1980)。詳細については後述。 










9，男女込みの班給面積を 1 人あたり 1.6 反，班給を受けることの








て推計した結果， 総人口を 5,800,000-6,400,000 人としている
12。 平安時代前期 （950 年）は ，
横山(1879)によって推計された天暦から正暦期(947-995 年)の推計人口 4,400,000 人を引用
し，これを下限人口とした
13。次に，鬼頭推計の方法を修正（1 人あたり配給面積は 2.17
反，『 和名抄』面積の 25%は非耕作地と仮定）して農民人口を算出し，これを 1.4 倍したも
のが米作以外の収入によって生計を立てていた人口を含む総人口 4,842,851 人であったと
                                                   
7  鎌田(1984)，pp.131-144。鎌田の推計は，現存する戸籍資料より 1 郷あたりの良民人口を推計




人口としている。この数値は算出方法こそ違っているが，鎌田推計の 451 万人と大差はない。 
8  鬼頭(1996)，pp.67-68。奈良時代（725 年）は鎌田推計の 4,512,200 人,  平安時代初頭（800 年）
を澤田推計の 5,506,200 人としている。 
9 『和名抄』の田籍数の対象時期については 9 世紀もしくは 10 世紀とする諸説があるが，ここ
では， 和名抄の成立時期である10世紀初頭の田籍数であるものとした （彌永1980， pp.351-387）。  
10  鬼頭の推計方法は，班田収授制の規定により水田が班給されたときに，どれだけの人口に対
応できるかという扶養可能人口を求める考え方で，鬼頭自身も参加した社会工学研究所(1974)
の推計方法を踏襲したものである。   
11  鬼頭(2000)，p.58。 
12  Farris(2009)，pp.16-19。ただし，根拠を『律書残篇』に書かれた郷数に求めていることに違
いがあり，ここから 1 郷当たり推定人口を乗じて，平城京，難波，大宰府の都市人口，脱漏人
口を加えて 5,800,000-6,400,000 人と幅をもたせている。 
13  Farris(2009)， p.21。 実際の横山の推計人口は 4,416,650 人となっている （横山 1879， pp.3-4）。  6 
し，都市人口 150,000 人等を加えて上限人口 5,600,000 を算出した
14。平安時代後期（1150
年）に つ い て は ， 『拾芥抄』 記載値の田籍を平安時代前期と同様の方法で推計して 6,100,000
万人の推計とした。また，鬼頭(1996)の推計を修正して， 『拾芥抄』以外の耕作地も含めた
田籍数を算出し，1 人あたり班給面積を 1.975 反，6 歳未満人口が 6 歳以上人口の 16%、都













長期的経済成長の観点では Maddison(2006)における 1990 年国際ドルでの推計がある。
Maddison は非常に資料の乏しい時代であっても非数値の資料を総合的に分析し， それを増
加率に置きかえて遡及する方法をとっており， 日本については 1 人あたり GDP が 0 年 400
ドル，1000 年 425 ドル，1500 年 500 ドルとなっている








                                                   
14  Farris(2009)，20-24。この 1.4 倍の根拠については，梅村ほか(1966)，網野(2001)より間接的
に得た数値としている。 
15  Farris(2009)，pp.24-27。 
16  Farris(2006)， p.99。斎 藤 推 計 で は 1000 年 6,000,000 人， 1250 年 6,500,000 人， 1450 年 10,500,000
人となっている。 
17  鬼頭(2000)，pp.51-58。 
18  Maddison(2006)，p.264。 
19  Maddison(2006)，p.260。 
20  Maddison(2006)，p.40。Maddison は停滞の原因の根拠として日本が長期的に凶作や飢饉によ
る影響が大きかったことを挙げている。 7 
はゆるやかながらも安定的な時代であったのか，もしくは人口が大きく減少するような低







3.  耕作地面積の推計 
古代は中央の政治機構が後世より比較的強力であったため，全国的な耕作地面積を記録
した文献資料が残っている。国別の数値が把握できる資料としては， 『和名抄』 ， 『掌中歴』 ，
















た 1 郷あたりの良民（農民）人口 1,052 人に対して
21，1 郷あたり 50 戸の規程から除して
                                                   






から得られた男女比が，男 83.5：女 100.0 となる。次に，口分田の班給開始年齢は 6 歳か
らであるので，当時の世帯における 5 歳以下および 6 歳以上の年齢構成比を求めると，男
総数 100 に対し 5 歳以下 16.1、6 歳以上 83.9，女総数 100 に対し 5 歳以下 13.4、6 歳以上
86.6 という数値が得られる。 これを 1 戸あたり人口 21 人の場合に適用すれば， 口分田の班
給人数は 1 戸あたり男 8.1 人，女 9.9 人になる。当時の規程によれば，男は 2 段（0.2 町） ，










遠江国浜名郡の輸租帳（740 年）に，当該郡の口分田 880 町 4 段 276 歩以外の田地に加え
て， 乗田， 墾田， 放生田などの田地 205 町 6 段 229 歩の記録があり， これは口分田の約 23.4%




                                                   
22  1,052/50=21.04。 
23  澤田(1927)，pp.74-77，pp.612-613。澤田は 1 郷あたりの農民人口を 1,350 人，そこから 1 戸
の人口を 27 人，班給口分田を 3.75 町と推計したが，この数値は平安時代の出挙稲から算出し
た数値であるので，本稿では利用せず，鎌田の奈良時代の資料にもとづく推計の 1,052 人を用
いて計算した。 
24  (8.1*2)+(9.9*2/3)=2.28 
25  4,512,200-(74,000+35,000+15,000)=4,388,200。鬼 頭 (1996)の推計は鎌田(1984)を若干修正したも
のである。また平城京人口については，諸推計が存在するが，ここでは鎌田(1984)の 74,000 人
に従った。難波宮・大宰府については Farris(2009)のそれぞれ 35,000 人，15,000 人に拠った。 
26  2.28*{4,388,200/21}=476,433,1429。 







抄』に記載された個々の国別田籍を調べた場合，(1)飛騨国の田籍数が 6,615  町は後世の数
値に比較してあまりにも過大であること，(2)尾張国，三河国の田籍数が各 6,820 町で同じ
であること，(3)日向国，大隅国，薩摩国の田籍数が各 4,800 町と同じであること，以上の

















	  最後に，九州南部の 3 国である日向国，大隅国，薩摩国の田籍数が同一の数値であるこ
とについては，この 3 国はもともと 1 国（702 年に唱更国（後の薩摩国） 、713 年に大隅国
が日向国より分立）であったことから， 『和名抄』以前の旧記録の田籍数を 3 等分した可能
性が強いと考えられるため、大田文における田籍比率や平安期の開発資料より，日向国
7,400 町，大隅国 3,000 町，薩摩国 4,000 町に修正した
30。なお，この 3 国の田籍数の修正
は，合計値の範囲内での変化にとどまっているので，田籍の総数に影響は発生しない。 
                                                   
28  桑原(1976)，pp.55-57。 
29  桑原(1978)，p.146。 
30  桑原(1973)，pp.91-99。 10 






用する。 『拾芥抄』は 1341 年に成立した文献であるが，弥永(1980)の研究により，その田




の田籍数を考慮した場合，(1)信濃国は 1656 町となっているが，他文献では 30,000 町以上
と大きな開きがあること，(2)安芸国は他文献では 7,300-7800 町であるのに対して 17,084
町と過大であること，(3)肥後国の田籍も他文献は 23,000 町であるのに対して，13462 町と
10,000町少ないこと， 以上の3 国については明らかに不自然で修正の必要がある （表3-B） 。 
本稿では，これら国の田籍数をより原資料に近いと考えられる惣田文献の田籍数に修正
した
32。その結果，信濃国の田籍数は 30,929 町へ，安芸国の田籍数は 7,484 町へ，肥後国
の田籍数は 23,462 町へそれぞれ修正されることとなり， それにともなって， 惣田籍数も 『大






3-2.  畠地 
古代に制定された律令のなかで、耕地にかんする規程として 37 箇条からなる「田令」が
存在するが，そのなかで田地以外の地目に関する規程は，第 15 条「園地条」 ，第 16 条「桑
                                                   
31  鬼頭(1986)は，弥永(1980)の研究で，『拾芥抄』が治承年間（1177-1181 年）以前にさかのぼ
り，平安末期を下ることがないこと，および寛治年間（1087-1194 年）の惣検による数値の可
能性もあることが指摘されていることから， 『拾芥抄』田籍を両時期の中間である 1150 年とし
て採用している．本稿もこの説に従っている。 
32  本稿では，本稿では故実叢書編集部編(1952)，pp.409-418 の数値を利用した。 11 



























                                                   
33  「田令」『律令』，pp.242-243。 

















以上の畠地率を先に推計した田地面積に適用して， 奈良時代 184,641,9 町， 平安時代前期









4.  土地生産性の推計 
4-1.  田地 
奈良時代 
奈良時代の土地生産性においては，先行研究の概観で述べたように，主に法令資料およ
び当時の土地資料からの分析がなされ，  1 町あたりの水田の収穫稲が 300 余束（石に換算
して約 15 石） ，400 束（20 石）もしくは 500 束（25 石）によって議論が分かれていた。 









38  奈良時代 587,918.4*23.9/76.1=184,641.9154，平安時代前期 862,915.3*35.2/64.8= 468,744.114，
平安時代後期 956,875.2*30.7/69.3= 423,897.094。 
39  瀧川(1927)，pp.77-82，澤田(1927)，pp.465-466。 13 
下下田の比率を 1：2：2：2 とするもの）に求めた
40。ここで当時の各田品 1 町の収穫稲は
上田 500 束，中田 400 束，下田 300 束，下下田 150 束であったことから  ，これら田品の比
率と各収穫稲を平均して計算すると口分田1 町から314.3束の稲が収穫されることとなる。  





穫量は， 奈良時代の 400 束前後， 平安時代の 300 束の間が実収高として考えられるとした。 









この議論の軸は， (1)延喜式ないし弘仁式に定められた1町あたりの水田の収穫稲が，   300
余束（約 15 石）であるか，500 束（25 石） ，もしくは 400 束（20 石）であるかによる違い，
(2)七分法の定義は平安時代になって誕生したもので奈良時代には存在しなかったものか






                                                   
40  「凡公田穫稲。上田五百束。中田四百束。下田三百束。下下田一百五十束」（『弘仁式』，
pp.18，『延喜式	  中篇』，p.654）。 
41  これに近い考え方として，虎尾(1961)は，田品の混合の割合の「実例」および「田品毎の穫
稲量の推定される実例」に基づいて平均収穫量を推計した結果，口分田の経済的価値として 1
町あたり 450 束の収穫があったとしている。 14 
	  まず，田品毎の穫稲量の基準について，奈良時代の土地資料から確認する42。越前国の
東大寺領桑原庄における 756 年の庄券には， 「去歳売田卅二町直二千一百六十束， 十二町々
別八十束，廿町々別六十束」との記述がある43。ここにある「売田」というのは，今日の
ように所有権が永久移動するという意味ではなく， 1 年を限度として貸与すること （賃租）
である44。 「直」とは「地子」といわれていた賃借料である45。この場合，32 町の田地の地
子が合計 2,150 束で，その内 12 町については 1 町あたり 80 束，20 町は 60 束の地子が科
されていたことになる。 
	  田地別に地子に差が定められていたのは，田地によって収穫量に差があったことを意味
する。この地子は収穫量の 1/5 と決められていたので46，1 町あたり 80 束，60 束の地子を
取る田地は，それぞれ町別 400 束，300 束の収穫可能な田地となる。これら収穫量は七分










                                                   
42  分析については，舘野(2010)，pp.30-31 に拠った。 
43  「越前国田使解」（『大日本古文書』4(111)）。 
44 「凡諸国公田。皆国司随郷土估価賃租。其価送太政官。以充雑用」 （ 「田令」公田条， 『律令』 ，
p.242）。「 凡 賃 租 田 者 ， 各 限 一 年 。 園 任 賃 租 。 及 売 。 皆 須 経 所 部 官 司 。 申 牒 。 然 後 聴 」（「 田 令 」





46  「古記云。公田不輸租。以十分之二地子為価也」（『令集解』巻 12「田令」，p.355）。資
料中は収穫量の 2/10（1/5）を地子として徴収すると書かれている。 
47  不三得七法については，村尾(1961)，虎尾(1961)，宮原(1972)に詳しい。 
48 「養老八年格云， 租者全以七分已上為定， 不得以六分大半」 （ 『令集解』 賦役令水旱条， p.397）。
「大半」とは 2/3 の意味であり（澤田 1927，p.210），「六分大半」とは災害等で損亡の激しい











は， 740 年の遠江国浜名郡の事例では 15.9%となっている
52。こ の 比 率 を 使 え ば ，例 え ば 100




いるので， 町別の平均収穫稲は 294.5 束になる








これに加えて，町別 400 束，500 束での土地生産性について後世の推計値と比較した場
合，中世前期，徳川時代初期とほぼ同等もしくは上回る水準となるため，これら 400 束以
                                                   






51  不三得七法による平均収穫稲の算出方法は，宮原(1972)，pp.22-23 に拠った。 
52  「天平十二年遠江国浜名郡輸租帳」（『大日本古文書』2(258-271)）。918 年 6 月 21 日の太
政官符には「計所申之田数為十分一分以下」（『政治要略』巻 60，交替雑事（損不堪佃田），
pp.499）と あ り ，不 堪 佃 田 の 定 率 は 平 安 時 代 に な る と 10%に規定されるようになった （村尾 1961，
p.410） 
53  84.1*0.70=58.87。 
54  500*0.589=294.5。 
55  宮原(1972)，pp.19-23。 16 
上の収穫量は過大評価されている可能性が高い
56。その意味では，瀧川・澤田の 300 束説





















2：下下田 2，これに各田品 1 町の収穫稲である中田 400 束，下田 300 束，下下田 150 束を
                                                   
56  町別 400 束（20 石），500 束（25 石）は徳川時代の単位に換算すると，それぞれ 7.35 石/町，
9.19 石/町になる。中世後期の土地生産性は 6.91 石/町（Farris(2006)，pp.263 の 1280 年の推計値
1.88 石/町を換算），徳川時代初期の土地生産性は，1600 年 9.55 石/町，1650 年 9.83 石/町であ
り（速水・宮本 1988，p.44），奈良時代の粗放的な農業経営や農業技術の水準，中世以降の農




57  314.3*0.05=15.715。 
58  三分法は延長 6（928）年 10 月 11 日太政官符「応諸国乗田暫停置上田定三分法事」として定
められた（『政事要略』巻 53，交替雑事（雑田），p.306）。 
59  「无上田国。令進中田二分。下田二分。下下田二分」（『政事要略』，p.306）。 17 
平均して計算すると口分田 1 町から 283.3 束，石 換 算 で 14.2 石が収穫されることとなる
60。
ただし，厳密に七分法と三分法のどちらが平安時代前期の全体を通じて適切かを判断する











国で 3462 町 6 段 155 歩であったが，実際に耕作地として開かれていたのは，その 10%に















                                                   
60  {(400*2)+(300*2)+(150*2)}/6=283.333。283.3*0.05=14.165。 
61  (15.7+14.2)*2=14.95。 
62  大石(1965)，p.172。 
63  「庄佃弐町	  獲稲八佰束」より(800/2)*0.05=20（『平安遺文』172，近江国愛智荘定文）。 18 
	  まず，佃に関する土地資料は，1126 年および 1136 年の筑前国観世音寺の封荘では，2
町で町別 19.3 石，2 町で 16.5 石，4.5 町で 11.5 石となっており，1166 年の飛騨国の国衙領
については 1 町で町別 12.0 石，4.5 町で 18.9 石の数値が得られた。それぞれの土地面積を







れら資料によって得られる数値は，前者の場合は 1 町あたり 500 束，後者の場合は 503 束
の獲稲となる
65。災害被害については，1121 年に伊勢国大国荘で発生した洪水被害の際に
作成された田畠注進状があり，この事例から 1 町あたり 500 束という数値が得られる
66。













に佃での収量において推計した 1 町あたり 15.7 石という数字は，平 安 時代後期の平均的な
                                                   
64  {(19.3*2)+(16.5*2)+(11.5*4.5)+(12.0*1.0)+(18.9*4.5)/(2+2+4.5+1+4.5)}=15.743。 





67  大石(1965)，p.179。 19 
土地生産性を示すものとして，まったく不適当な数値ではないと考えてもよいだろう。よ
って町別 15.7 石を平安時代後期の田地の土地生産性とした。 
 
4-2.  畠地 
	  古代の畠地の土地生産性について，それを直接的に算出できる資料は存在しない。これ
にかんして澤田(1927)は，奈良時代の畠地の収穫量の推計の考え方において「今日の状況







して典型的な中間地域と考えられる岡山県の 1878 年と 1947 年における，米と大豆・粟・
麦との反当生産高をあらわしたものが表 7 である。近代初期の 1878 年における雑穀類 1
反あたりの米 1 反に対する生産高の比率の平均は 0.52 となった。生産高の伸びは，1878
年を 100 として，米 189，大豆 145，粟 136，麦 155 となった。このことから，米に対する
雑穀類の生産高の伸びは，古代から近代にかけても低いことが考えられ，また田地の生産












                                                   
68  澤田(1927)，p.617。 
69  田地との価値比較による畠地の土地生産性の分析は高重(1975)，pp.74-78 に拠った。 
70  土地売券の事例の分析により，地価変動が土地毎の反別収穫稲もしくは賃租価値に対応して
いたことが指摘されている（菊地 1969，pp.188-191）。 20 
価格が判明するものをまとめれば表 8 になる。奈良時代の田地および畠の反当りの平均価





対する比の平均は 0.58 となり，近 代 初 頭 の 反 当 生 産 高 の 比 と 大 体 に お い て 一 致 し て い る
71。  
	  以上の結果より，既に推計した各時期の水田の土地生産性に対して推計した畠地の反当




5.  農業生産量の推計 














                                                   
71  (82.5+66.7+37.5+41.7)/4=57.1。 








わらなかったことが考えられる。また後世と比較しても，徳川時代には 1 反あたり 0.9-1.2
石の収量があったのに対して，古代では反別 0.4-0.5 石（徳川時代の単位に換算）となり，
生産性が非常に低かったことがわかる。 
	  農業生産量は，奈良時代から平安時代前期に 0.25%，平安時代前期から後期にかけて







総生産量は古代を通じて 1.7 倍の増加となった。 
 
6.  古代における生活水準 












                                                   
74  徳川時代以降の 1 人あたり石高は，徳川時代初期（1600 年）1.644 石，中期（1750 年）1.098








現存する古代の戸籍資料から統計的に有意な結果を得た 4 件の人口群の事例では，8 世紀


















7.  結論と今後の展望 
	  以上，古代における経済成長と生活水準について農業生産の分析を軸に数量的に観察し
                                                                                                                                                     
ただし，徳川時代以降の石高には非農業生産も含まれているが，それを考慮したとしても奈良
時代の 1 人あたり石高は少ないものと考えられる。 
75  瀧川(1927)，pp.78-79。 
76  Farris(1985)，pp.43-44。また，検定結果が有意ではないが，別の 6 件の人口群では，出生児
平均余命が 20 歳未満という結果も出ている。 






























                                                   
78  Farris はこの時期は，飢饉や戦争の影響を最も受けにくかった時期であり、それは成長のた
めの最適な時期であったとして Muromachi Optimum と名付けている（Farris(2006), p.6）。 24 
ものについては，まだ多くの課題を残している。これらが総生産に占める割合が大きくな
る可能性は低いものと考えられるが，他の推計方法での確認も含めてこの点については今




表 1	  総人口の推移 
 






725  4,512,200   
 
730    5,800,000–6,400,000   
800  5,506,200   
 
900  6,441,400   
 
950    4,400,000–5,600,000   
1000     
6,000,000 
1150  6,836,900  5,500,000–6,300,000   
1250     
6,500,000 
1280    5,700,000–6,200,000   
1450    9,600,000–10,500,000  10,500,000 
1600  12,273,000  15,000,000–17,000,000   
 
出典：鬼頭(2000)，pp.16-17，Farris(2006), p.99, p.262，Farris(2009)，pp.16-27 より作成。 
 
表 2  口分田および口分田以外の田数（遠江国浜名郡：740 年） 
 
  田数（町,  歩） 
口分田  880.4  276 
墾田  16.6  236 
乗田  170.3  220 
放生田  0.4 
  公廨田  0.6 
  駅起田  3.0 
  入田  1.6  133 
郡司職田  6.0 
  闕郡司職田  6.0 
  射田  1.0 	   
計(口分田以外)  205.6  229 
総計*  1,086.1  145 
 
出典：大日 2/258-259 より作成。 
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表 3	  文献資料にあらわれた田籍数 
 
A.  平安時代前期 
国名*  倭名抄  掌中歴  伊葉字類抄  拾芥抄  海東諸国記  町歩下組帳 
 
町  段  歩  町  段  町  段  町  段  町  段  町  段 
飛騨  6615.7.004  615.-  1656.-  4356.-  1615.5  3360.- 
尾張  6820.7.310  11940.-  ---  11930.-  11940.-  30105.7 
三河  6820.7.310  7054.-  7054.-  7054.-  8820.-  23554.3 
日向  4800.  余    8298.-  7236.-  8298.-  7236.-  23535.6 
大隅  4800.  余    1717.-  3773.-  4707.-  673.-  11653.4 
薩摩  4800.  余    5521.-  4640.-  5521.-  4630.-  18150.9 
 
B.  平安時代後期： 『拾芥抄』の田籍数の比較 
国名*  倭名抄  掌中歴  伊葉字類抄      拾芥抄  海東諸国記 
        (大日本租税志)  (故実叢書)   
  町  段  歩  町  段  町  段  町  段  町  段  町  段 
信濃  30908.8.140  37460.-  41656.-  1656.-  30929.-  39025.3 
安芸  7357.8.047  7834.-  7480.-  17084.-  7484.-  7484.- 
肥後  23500.  余    23707.-  23788.-  13462.-  23462.-  15397.- 
 
*  『町歩下組帳』は徳川時代中期成立。田積数は奈良時代の単位に換算した（1 奈良町=1.088
徳川町） 。 
 
出典：彌永(1980)，表 X-4，pp.380-383，故実叢書編集部(1952)，pp.409-418，『 大日本租税志』 ，
pp.246-265（町歩下組帳）より作成。 27 
表 4	  古代の田籍数 
 
国名  725  900  1150    国名  725  900  1150 
	    奈良時代  平安前期  平安後期    	    奈良時代  平安前期  平安後期 
 
町	    町	  段  歩  町	  段      町	  段  町	  段  歩  町	  段 
（畿内）    （山陰道） 
山城  -----.-  8,961.7.290  8,961.-    丹波  -----.-  10,666.0.262  10,855.- 
大和    17,905.9.180  17,005.7    丹後    4,756.0.155  5,537.- 
河内    11,338.4.160  10,977.-    但馬    7,555.8.005  7,743.- 
和泉    4,569.6.357  4,126.-    因幡    7,914.8.208  8,016.- 
摂津  	    12,525.0.178  11,314.-    伯耆    8,161.6.008  8,842.- 
（東海道）    出雲    9,435.8.285  9,968.- 
伊賀  -----.-  4,051.1.041  4,055.-    石見    4,884.9.042  4,872.- 
伊勢    18,130.6.245  19,024.-    隠岐  	    585.2.342  624.- 
志摩    124.0.094  4,917.-    （山陽道） 
尾張    1,1940.-.---  11,930.-    播磨  -----.-  21,414.3.036  21,236.- 
三河    6,820.7.310  7,054.-    美作    11,021.3.256  11,616.- 
遠江    13,611.3.035  12,967.-    備前    13,185.7.032  13,206.- 
駿河    9,063.2.165  9,797.-    備中    10,227.8.252  10,883.- 
伊豆    2,110.4.112  2,814.-    備後    9,301.2.046  9,298.- 
甲斐    12,249.9.258  10,043.-    安芸    7,357.8.047  7,484.- 
相模    11,236.1.091  11,486.-    周防    7,834.3.269  7,657.- 
武蔵    35,574.7.096  51,540.-    長門  	    4,603.4.231  4,769.- 
安房    4,335.8.059  4,362.-    （南海道） 
上総    22,846.9.235  22,666.-    紀伊  -----.-  7,198.5.100  7,119.- 
下総    26,432.6.234  33,000.-    淡路    2,650.9.160  2,870.- 
常陸  	    40,092.6.112  42,038.-    阿波    3,414.5.055  5,245.- 
（東山道）    讃岐    18,647.5.266  17,943.- 
近江  -----.-  33,402.5.184  33,450.-    （西海道） 
美濃    14,823.1.065  45,304.-    伊予    13,501.4.006  14,825.- 
飛騨    1,615.-.---  4,356.-    土佐  	    6,451.0.008  6,173.- 
信濃    30,908.8.140  30,929.-    筑前  -----.-  18,500.-.---  19,765.- 
上野    30,937.0.144  28,453.-    筑後    12,800.-.---  11,377.- 
下野    30,155.8.004  27,460.-    肥前    13,900.-.---  13,462.- 
陸奥  -----.-  51,440.3.099  45,077.-    肥後    23,500.-.---  23,462.- 
出羽  	    26,109.2.051  38,628.5    豊前    13,200.-.---  13,221.- 
（北陸道）    豊後    7500.-.---  7,570.- 
若狭  -----.-  3,077.4.048  3,139.-    日向    7400.-.---  8,298.- 
越前    1,2066.-.---  23,576.-    大隅    3000.-.---  4,707.- 
加賀    13,766.7.334  12,536.-    薩摩    4000.-.---  5,521.- 
能登    8,205.8.236  8,479.-    壱岐    620.-.---  620.- 
越中    17,909.5.030  21,399.-    対馬    428.-.---  620.- 
越後    14,997.5.207  23,738.-    計  587,918.4.-  862,915.4.033  956,875.2 
佐渡  	    3,960.4.---  4,870.-           
 
出典：本文参照。   28 
表 5	  奈良時代における寺領荘園の田畠別内訳 
 










709  弘福寺領  7 ヶ国：大和、河内、山城、
尾張、近江、美濃、讃岐 






表 6	  平安時代後期の佃における生産性 
 
年  月  地域  	    田地  獲稲量 
	    	    	    	    (町)  (石/町) 
1127  8  筑前国  観世音寺領  2.0  19.3 
1136  2  筑前国  観世音寺領  2.0  16.5 
	    	    	    同  4.5  11.5 
1166    飛騨国  国衙領  1.0  12.0 
	    	    	    同  4.5  18.9 
 




表 7	  米と大豆・粟・麦との反当生産高と比率（近代） 
 
A.  反当生産高 




米  1.196  2.263 
大豆  0.446  0.645 
粟  0.657  0.892 
麦  0.756  1.17 
 
B.  米 1 斗当りの雑穀との交換率 




大豆  0.37    0.29   
粟  0.55    0.39   
麦  0.63    0.52   
平均  0.52    0.40   
 
出典：高重(1975)，p.77。   29 
表 8	  古代の田畠価格 
 
奈良時代 
年  買人名  国  地目  反当価格  (束) 
766  東大寺  越前  墾田  24 
767  東大寺  越前  墾田  8 
767  東大寺  越前  墾田  30 
767  東大寺  越前  墾田  20 
767  東大寺  越前  墾田  24 
767  東大寺  越前  墾田  24 
767  東大寺  越前  墾田  16 
767  東大寺  越前  墾田  24 
767  東大寺  越前  墾田  21 
776  三野臣乙益  備前  畠  27 
776  唐招提寺  備前  畠  15 
776  唐招提寺  備前  畠  13 
776  唐招提寺  備前  畠  15 
 
平均価格： 




年  買人名  国名  地目  反当価格  (束) 
819  中島連茂子  近江  墾田  30 
819  中島連茂子  近江  畠  20 
854  権大僧都真済  紀伊  新田  50 
854  権大僧都真済  紀伊  新田  75 
854  権大僧都真済  紀伊  新田  80 
854  権大僧都真済  紀伊  新田  87 
854  権大僧都真済  紀伊  新田  90 
854  権大僧都真済  紀伊  新田  100 
854  権大僧都真済  紀伊  畠  30 
987  勧修寺別当上綱  大和  田  240 
988  東大寺法春  大和  田  240 
995  在庁威儀師慶芸  大和  田  240 
1002  東大寺知事明円  大和  田  240 
1018  橘朝臣行順  大和  畠  100 
 
平均価格： 
	  819 年	  田地 30 束，畠地 20 束（水田を 1 とした価格比 0.67） 
854 年	  田地 80.3 束，畠地 30 束（価格比 0.38） 
987-1018 年	  田地 240 束，畠地 100 束（価格比 0.42） 
 
出典：菊地(1969)，pp.188-191。高重(1975)，pp.75-76 より作成。 
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表 9	  古代の耕地面積・農業生産性・農業生産量 
 
A-1.  数値の推移 
年  耕地面積 
  (町) 
土地生産性 
  (石/町) 
農業生産量 
(石) 
	    田  畠  計  田  畠  計  田  畠  計 
725  587,918.4    184,641.9    772,560.3    15.7  8.2  13.9  9,230,319    1,507,417    10,737,735   
900  862,915.3    468,744.1    1,331,659.4    15.0  7.8  12.5  12,943,730    3,656,204    16,599,934   
1150  956,875.2    423,897.1    1,380,772.3    15.7  8.2  13.4  15,022,941    3,460,696    18,483,637   
 
A-2.  耕作地の状態 
年  田畑比率 
  (%) 
	    田  畠 
725  76.1    23.9   
900  64.8    35.2   
1150  69.3    30.7   
 
B.  年増加率 
期間  耕地面積  土地生産性  農業生産量 
	    田  畠  計  田  畠  計  田  畠  計 
725-900  0.22    0.53    0.31    -0.03    -0.03    -0.06    0.19    0.51    0.25   
900-1150  0.04    -0.04    0.01    0.03    0.02    0.03    0.06    -0.02    0.04   
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表 10	  古代における荘園整理令 
 
年  月  日  内容 
902  3  12  内膳司臨時の御厨と院宮王臣家の厨の停止 
  3  13  勅使開田の停止，院宮五位以上官人の百姓田地舎宅買収と閑地荒田占収
の停止。 
    13  院宮王臣家が民宅を仮りて荘家と称し，稲穀等を貯積するのを禁止。 
    13  院宮王臣家の山川藪沢占取の禁止。 
  11  28  延喜荘園整理令（902 年）以後の新立荘園（格後荘園）の停止。 
  7  7  王臣家が荘園田地を設けて国郡を妨げるのを禁止。 
1045  10  21  前司任中以後の新立荘園の停止。 
  3  13  寛徳荘園整理令（1045 年）以後の新立荘園の停止。 
  2  22  寛徳荘園整理令（1045 年）以後の新立荘園の停止，やせ地を嫌い肥地と
の相博や平民を使い公田を隠したもの，定まった坪付のない荘園，諸荘
園ごとの所在の領主・田畠総数などの注進。 
  3  23  寛徳荘園整理令（1045 年）以後の新立荘園の停止，往古の荘園でも券契
不明や国務に妨げのあるものは停止。 
  閏 10  11  太政官所に記録荘園券契所を設け，寄人 5 人を置く。 
  閏 4  23  寛徳荘園整理令（1045 年）以後の新立荘園の停止。 
  6  10  寛徳荘園整理令 （1045 年） 以後の新立荘園について荘園年紀・本免田数・
加納田畠等を注進させ，先符に任せ停止。 
1099  5  12  寛徳荘園整理令（1045 年）以後の新立荘園の停止。 
1213  閏 9  18  1155 年 7 月 24 日以後の宣司なき新立荘園の停止， それ以前の荘園につき
本免田のほか加納余田および荘官寄人の濫行の禁止，諸国寺社の神人・
悪僧の濫行の停止，特定大寺社領・仏神事用途の注進。 
1214  3  17  保元元年整理令（1213 年）と同内容。 
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表 11	  推計人口を利用した 1 人当たり石高の変遷 
 
A.  単位：奈良時代 
	    鬼頭(2000) 
725  2.38 
900  2.58 
1150  2.70 
 
B.  単位：徳川時代 
	    鬼頭(2000) 
725  0.95 
900  1.03 




1 奈良石＝0.4 徳川石 




表 12	  奈良時代における出生時生存年齢の検定結果 
 
A.  有意 





(5 歳以下, %) 
702  美濃国・女性  1.1  27.75  53.39 
702  半布・男性  2.2  32.50  55.48 
702  半布・女性  1.4  28.75  61.69 
702  九州・男性  1.7  30.50  59.16 
 
B.  棄却 
年  人口群  棄却理由  	   
702  美濃・男性  出生児生存年齢 20 歳以下。 
702  九州・男性  出生児生存年齢 20 歳以下。 
721  下総・男性  測定不能。 
  721  下総・女性  出生児生存年齢 20 歳以下。 
726/732  山城・男性  出生児生存年齢 20 歳以下。 
726/732  山城・女性  出生児生存年齢 20 歳以下。 
 
出典： 
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… 
1 戸 21 人 
男  9.6 人 
女 11.4 人 
5 歳以下  1.5 
6 歳以上  8.1 
5 歳以下  1.5 
6 歳以上  9.9 
	 	 	 	 	 正丁  1.7 
此内課口	  次丁  0.2 
中男  0.4 34 








































赤松俊秀「律令時代の農民層の負担について」 ， 『史潮』7(4)，1937 年 12 月，pp.19-39。 
網野善彦『中世民衆の生業と技術』， 東京大学出版会  , 2001 年。 
彌永禎三  『古代社会経済史研究』 ，岩波書店，1980 年。 
梅村又次・山田三郎，速水佑次郎，高松信清，熊崎実編『長期経済統計 9	  農林業』 ，東洋
経済新報社，1966 年。 
大石直正「一一・一二世紀の土地の種類とその利用耕営の状態」 ，豊田武編『大系日本史叢
書 10	  産業史 I』， 山川出版社，1965 年，pp.172-183。 
喜田新六 「令制に於ける戸の収入と租税の負担」 ， 『史学雑誌』 46(4)， 1935 年 4 月， pp.411-427。  
鎌田元一「日本古代の人口について」 ， 『木簡研究』7，1984 年，pp.131-154。 
菊地康明『日本古代土地所有の研究』 ，東京大学出版会，1969 年。 
岸俊男「人口の試算」 『古代宮都の探求』塙書房，1984 年。 
鬼頭宏「明治以前日本の地域人口」 ， 『上智経済論集』41(1.2)，1996 年 3 月，pp.65-79。 
鬼頭宏『人口から読む日本の歴史』 ，講談社，2000 年。 
木村重光『日本農業史』 ，吉川弘文館，2010 年。 
桑原公徳「古代における西海道の開発について」 ， 『花園大学研究紀要』4，1973 年 3 月，
pp.87-113。 
桑原公徳 「飛騨国の条理型地割と古代の田籍」， 『花園大学研究紀要』 7， 1976年3月， pp.37-68。  
桑原公徳「古代中世の文献田籍について」 ，藤岡謙二郎先生退官記念事業会編『歴史地理と
都市研究（上） 』大明堂，1978 年，pp.139-148。 
坂上康俊「奈良平安時代人口データの再検討」 ， 『日本史研究』536，2007 年 4 月，pp.1-18。 
澤田吾一『奈良朝時代民政経済の数的研究』 ，冨山房，1927 年。 
高重進『古代・中世の耕地と村落』 ，大明堂，1975 年。 
瀧川政次郎『法制史上より観たる日本農民の生活』 ，同人社書店，1926 年（再刊： 『律令時
代の農民生活』 、刀江書院，1944 年） 。 
瀧川政次郎『日本社会経済史論考』 ，日光書院，1939 年。 
竹内理三『古代後期の産業経済』 ，中央公論社，1953 年。 36 
舘野和己「西大寺領越前国赤江庄の復元：西大寺食堂院跡出土木簡をめぐって」，『 福井県
文書館研究紀要』(7)，2010 年 3 月，pp.23-42。 
虎尾俊哉『班田収授法の研究』 ，吉川弘文館，1961 年。 
原田伴彦『中世における都市の研究』講談社，1942 年。 
速水融・宮本又郎「概説	  十七－十八世紀」 ，速水融・宮本又郎編『日本経済史 1：経済社
会の成立』 ，岩波書店，1988 年，pp.1-84。 
古島敏雄『日本農業技術史』 ，東京大学出版会，1975 年。 
宮城栄昌「房戸口分田の穫稲数量について」 ， 『史潮』43，1950 年 10 月，pp.38-46。 
宮原武夫「収租定率法と口分田の田品」 ， 『続日本紀研究』160，1972 年 4 月，pp.10-30。 
村尾次郎『律令財政史の研究』 ，吉川弘文館，1961 年。 
横山由清『本朝古来戸口考』 ，学芸書林，1867 年。 
義江彰夫 「荘園整理」 ， 瀬野精一郎編 『日本荘園史大辞典』 ， 吉川弘文館， 2003 年， pp.360-361。 
Farris, W. W., Population Disease, and Land in Early Japan, 645-900, Harvard-Yenching Institute 
monograph series; 24, Council on East Asian Studies, Harvard University, 1985. 
Farris, W. W., Japan's Medieval Population: Famine, Fertility, and Warfare in a Transformative 
Age, Honolulu: University of Hawai’i Press, 2006. 
Farris,  W.  W.,  Daily  life  and  demographics  in  ancient  Japan,  Michigan  monograph  series  in 
Japanese studies no. 63, Ann Arbor, Michigan: Center for Japanese Studies, The University of 
Michigan, 2009. 
Maddison, A., The World Economy: A Millennial Perspective, Paris: Organisation for Economic 




井上光貞・関晃・土屋直鎮・青木和夫編『律令』 ，岩波書店，1977 年。 
大蔵省編『大日本租税志』 ，朝陽會，1926-1927 年（翻刻版） 。 
黒板勝美編『令集解』 ，吉川弘文館，1955 年。 
黒板勝美編『交替式・弘仁式・延喜式	  前篇』 ，吉川弘文館，1969 年（普及版） 。 37 
黒板勝美編『延喜式	  中篇』 ，吉川弘文館，1969 年（普及版） 。 
黒板勝美編『政事要略』 ，吉川弘文館，1935 年。 
故実叢書編集部編『新訂増補	  故実叢書	  禁秘抄考証・拾芥抄』 ，吉川弘文館，1952 年。 
古典保存会『古律書残篇』 ，古典保存会，1934 年。 
竹内理三編 『平安遺文』 古文書編 （1-11，新 続 補 遺 ） ，東 京 堂 出 版 ，1964-1976 年 （再訂版） 。
収録資料の引用は「 『平安遺文』0000（資料番号） 」と略した。 
東京大学史料編纂所編『大日本古文書	  正倉院編年文書』 ，東京大学出版会，1998 年（復
刻版） 。収録資料の引用は「 『大日』00(000)（巻号・頁番号） 」と略した。 
 